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　この度は、長岡大学の科目等履修生として学習させていただき、誠に有難うございました。公開講座では、中国
語（初級）も学習させていただきました。
　前期は国際経済学、後期は時事経済という科目を学習させていただきました。経済を学習してみようと思った一
番大きな動機は、2008年秋のリーマンショックでした。日本経済のことなら、連日の報道で何とか知ることが出来
る。しかし、世界の経済と日本経済がどのようにリンクしているのか、経済の基本が全くわかっていない。そして、
年齢も60も過ぎて時間的にも余裕ができ、学習欲が沸いてきたのが一番大きな動機でした。
　途中で挫折しないために、いくつかのことを考慮しました。学習するにあたり、過度に負荷を掛けないこと、仕
事に差し支えないようにすること、大学生の邪魔にならないようにすることなどです。幸い、金曜日の１限に学び
たい国際経済があり、早速申し込みしました。
　初日で、先生を見たとき驚きました。名前は存じ上げてませんでしたが、同じスポーツクラブに通っている、顔
見知りの先生でした。
　出欠席は、厳格にされており授業雰囲気は、とても良いと思いました。そして、集中力を高めるために時々学生
に対し、質問し、回答後に正解者を挙手で確認されるなど、展開に工夫がありとてもわかりやすく興味が持てました。
何よりも一番うれしかったのは、質問が出来ることでした。
　そして、その質問に対して、翌週回答があり毎回とても楽しみでした。回答される上で必ず言われることが、他
の学生たちの質問同様、「とても良い質問です。」とか、「すばらしい質問です」とか、どのくらい深いのかわかり
ませんが、「奥の深い質問です」とか、質問者がまた質問したくなるように配慮されていることでした。
　前期は、都合で１回欠席させていただきましたが、予め先生に断りプリントだけお願いしたところ快く、「わか
りました用意しておきます」とのことで、安心しました。
さらに、板書までされたものをそのままいただき、その親切な配慮に感激しました。後期も１回欠席させていただ
きましたところ、同様の対応をとっていただきました。
　先生の授業で、アメリカの強さを思い知らされました。丁度、田中角栄が総理大臣の頃、私は、エンジニアとし
て忙しい日々を送っていましたので、経済のことなど全く関係ない生き方をしていました。石油ショックも当時、
アメリカが主体的に関わっていたことなども、授業により知ることが出来ました。
　そして想像するに、これから10年後に世界に起こることも今、布石がうたれているとも考えられます。GDPにつ
いて質問させていただき、回答もいただきましたが、タイムリーにわかるGDPなど、考えてみれば不思議なことだ
らけでした。まだまだ、学習の必要性を感じています。私は、歴史が弱いので日本史、世界史、アジア経済なども
学習してみたいと思っています。その節は又よろしくお願い致します。
　一年間どうも有難うございました。
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